
白馬村食育推進計画素案 修正箇所一覧 

頁 章 訂正箇所 訂正前 委員からの意見 訂正後 

１ 第１章 １ 計画策定の趣旨 17 行目（3段 3行目）中食 
中食の意味がわからないの

では？ 

「※中食とは～」として注釈を

追加。 

     

白馬村地産地消計画を策

定・推進する予定であるこ

とから、その旨表記を入れ

た方がよいのではないか。

2ページ 第1章 2 計画の位置

づけ 下部に、「※平成 24 年度策

定予定の～」を追記。 

３ 第２章 １ 人口と世帯の状況  
グラフのみ（データ数値

なし） 

数値がないので入れた方が

よいのではないか。 
数値を追加。 

４ 第２章
２ 生活のリズムと食生活の

現状と課題 
 

白馬村食に関するアンケ

ート調査 

対象者や回収率等基礎デー

タ等入れた方がよいのでは

ないか。 

資料編として、計画最後部へ追

加。 

１０ 第２章
２ （６）地産地消・食育の推

進について 
 （６） 通し番号の誤り （７）に訂正。 

１３ 第３章 ２ 基本目標 推進の 3つの柱 
１ 規則正しい～生活習

慣病予防 

3 つの柱の文末を、それぞれ

「○○づくり」として揃え

てみてはどうか。 

「～生活習慣病を予防するため

の体づくり」等文末を揃えたい。

委員の皆さんの意見を伺いたい。

１４ 第４章
１ 規則正しい生活リズム～

学童期～思春期 

施策、取組み 

（1項目め 2行目）
食事の推進 表現を検討。 食「育」の推進、に訂正。 

１４ 第４章 １ 規則正しい生活リズム～ 関係機関  
「食育ボランティア」を追

加してみてはどうか。 

本村には今のところ食育ボラン

ティアがない。これからのことを

考え入れた方がよいか、委員の皆

さんの意見を伺いたい。 

１５ 第４章
１ 規則正しい生活リズム～

壮年期 

目標 

（2項目め） 

妊娠出産を通して自身や

家庭の日頃の食事を振り

返り家族全体で正しい食

習慣を身につける。 
ライフステージ分類は、壮

年期ではなく青年期ではな

いか。 

削除（壮年期から青年期への記

載へ変更）。 

施策、取組み 

（2項目め） 

・マタニティ教室におけ

る妊娠期、胎児期からの

生活習慣病予防としての

食事指導 

削除（壮年期から青年期への記

載へ変更）。 

資料１-２ 



 

１４ 第４章
１ 規則正しい生活リズム～

青年期 

目標 － 

「妊娠出産を通して自身や家庭

の日頃の食事を振り返り家族全

体で正しい食習慣を身につけ

る。」を追加。 

施策、取組み － 

「・マタニティ教室における妊

娠期、胎児期からの生活習慣病

予防としての食事指導」を追加。 

１５ 第４章
２ 地産地消をすすめる～ 

学童期～思春期 
施策、取組み － 

右記項目を追加した方がよ

いのではないか。 

「地産地消推進のために、学校

給食用の農作物の利用拡大など

についての懇談会の開催」を追

加。 

１６ 第４章
２ 地産地消をすすめる～ 

青年期～壮年期～高齢期 

施策、取組み 

（2項目め） 

・行政や地場産推進協議

会等関連機関の連携によ

る直売所の整備等 

 

右記のとおりとした方がよ

いのではないか。 

 

「・直売所や学校等への供給ル

ートの整備等」へ変更。 

１６ 第４章
３ 食を通じた健やかで～ 

学童期～思春期 

目標 

（4項目め） 

食べもの、生産や流通、

調理従事者等食べること

への感謝の気持ちを理解

する。 

表現の検討。 

「食べもの、生産や～等へ、食

べられることに感謝の気持ちを

持つ。」に変更。 

１８ 第５章 ２ 目標値の設定 評価指標（3項目め）
間食を毎日食べている人

の割合 

評価項目から削除してよい

のではないか。 

アンケート調査から得られた食

に関する現状値としてとらえる

とともに、健康増進計画策定時

にも調査した項目であり、当時

から増加傾向にあることから、

村の課題の一つとして現状のま

ま残したい。 

１８ 第５章 ２ 目標値の設定 評価指標（10項目め）
年間を通して地産地消を

実践している人の割合 

言葉の表現が抽象的ではな

いか。 

アンケート調査ではこの表現の

とおり実施したため、現状のま

まとしたい。委員の皆さんのご

意見を伺いたい。 


